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要 約 

教育再生実行会議第十二次提言で「一人一人の多様な幸せと社会全体の幸せの実現」（Well-being の明

確化）と「学習者主体」の教育を軸とした方策が提示された。学校教育での Well-being の理念につながる

系統的・構造的な資質・能力の育成は重要な実践課題である。一方、学習者の教育課題として「複数の多

様な情報・テクストを比較し的確に読解」する力や「ある観点や課題意識から批評的に分析解釈、考察し

評価」する力、「論理的に効果や説得力、条件等を考慮し考えを論述」する力の不十分さが指摘されてき

ている（PISA２０１８調査）。幸福のための価値を創造できる教育方法開発のためには、正解の把握や抜

き出しだけではなく、解の無い課題に挑み「自分の考え（解釈や考察・批評）」を持ち創造的・批評的に、

効果的に発信できる資質・能力、クリティカルシンキング、感性や探究性を育てることが必要となる。 

本稿は、美術・国語科学習における鑑賞学習の課題を踏まえ、伊藤若冲のアート作品の解釈・考察から

批評までを段階的に扱い、アートに触れた時の感動や発見を論理的に分析・批評することを通して国語科

や美術科学習での資質・能力を伸ばし、感性や創造性・探究的態度を育てる学習開発を提案した。 
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Ⅰ Well-beingと資質・能力の育成 

１ 学校教育におけるWell-beingの理念 

２０２１年６月・教育再生実行会議第十二次提言

（注１）において「一人一人の多様な幸せと社会全体

の幸せの実現」（Well-beingの明確化）と、あらため

て「学習者主体の教育に転換」することを軸とした様々

な方策が提示された（下線は佐藤・左近による、以下

同じ）。学校教育でのWell-Beingの理念につながる系

統的な資質・能力、感性や創造性、クリティカルシン

キング等の育成は急務と言うことができる（注２）。 

一方、PISA２０１８調査では日本の学習者の今後の

教育課題として「複数の多様な情報・テクストを比較

し的確に読解」する力や「示された観点や自らの課題

意識から批評的に分析解釈、考察し評価」する力、「論

理的に効果や説得力、条件等を考慮し考えを論述」す

る力が十分でないことが挙げられている（注３）。 

このような視点、教育課題に対応した学習・カリキ

ュラム開発は管見の範囲ではほとんどみることができ

ないようである（注４）。本稿は美術科・アート作品

の学習開発を例に、アートに触れたときの感動や発見

を論理的に分析・批評することを通して国語科や美術

科の資質・能力を伸ばし、さらには感性や創造性を育

てる探究的な学習開発を提案するものである。 

２ 新たな価値を創造する学びの構築へ 

―美術科・アート作品の学習開発を例に― 

美術科（絵画鑑賞・批評や評価）や国語科（美術評

論）の学習でアートを論理的・批評的に読み解き「自

分の言葉で」表現したり、アーティストの生き方やア

ートの豊かな発想を自分の生き方や発想に生かしたり

といったアートの意義や本質（「見方・考え方」を働

かす）と関連させた実践研究や学習開発等は依然とし

て少ないと言わざるを得ない。 

資質・能力型の教育では各教科の学びを踏まえ、

様々な変化に対応し粘り強く調整し新たな価値を創造
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すること、責任ある行動でWell-beingを実現すること

が目標となる。そのためにはキーワードや概念の暗記、

正解の把握と回答だけではなく、創造的で価値ある考

えの形成と発信する力を育てる必要がある。 

本提案でもアート作品の背景やアーティストの生

涯を知り教養や正解を見付けて答えたりすることが目

標ではない。自分の内側にある興味・関心をスタート

に、思いを巡らせアート作品や仲間と対話して解釈・

分析し、さらに時代の常識的な価値観や作者の立場・

背景を踏まえて批評することで、自分らしい新しい意

味や価値を創り出すことを目指している（注５）。 

 

Ⅱ 美術科鑑賞、国語科アート教材の実態と課題 

これまで小中学校の図工・美術科の授業研究会に参

加する機会や大学・教職大学院で美術専攻の教員を指

導する機会があった（佐藤・左近）。美術科授業を参

観すると作品鑑賞をめぐり生徒同士が説明、質疑、交

流等する場面が多かったが「深い学び」には至りにく

いという現状があった。その理由の一つは自分の解釈

や考えを論理的に説明する力が身に付いていないこと

や美術科特有の「見方・考え方」を意識している生徒

とそうでない生徒の差が大きく、結果的に鑑賞・批評

の質的内容の深まりに欠ける点に課題があった。 

学習指導要領でも鑑賞学習は「人類のみが成しうる

『美の創造』というすばらしさを感じ取り味わい、自

らの人生や生活を潤し心豊かにしていく主体的で創造

的な学習」と位置付けられ、「受け継がれてきたもの

を鑑賞することにより、その国や時代に生きた人々の

美意識や創造的な精神などを直接感じ取ることができ

る」とその意義について示されている。また鑑賞で育

てる資質・能力の一つは「柔軟で鋭敏な感受性や美的

判断力」（注６）であると明記されている。 

国語科でもアートを扱った教材が見られ、現行の国

語科教科書に「君は『最後の晩餐』を知っているか」

（中２光村図書）、「鳥獣戯画を読む」（小６光村図

書）等、筆者の感性・感覚から名画の独自の見方や価

値観・評価が示された評論・鑑賞教材がある。しかし、

これ等の特質や「見方・考え方」が生かされた教科横

断的なカリキュラム開発や Well-Being の理念につな

がる系統的な資質・能力育成等は十分とは言えない。 

 

Ⅲ 感性を育てる創造的・批評的な鑑賞学習の提案 

１ 創造的な学習を可能にするカリキュラム開発 

子どもの豊かな学びを保証するためには、既習の学

習内容を生かしつつ教科横断的な視点をもち、複数教

科の学習を意図的に組み合わることでより効果的に学

習を進める視点が必要である。こうした、学習指導要

領等の理念を実現するための方策として「カリキュラ

ム・マネジメントの重要性」明示されながら各教科固

有の学びの意義と到達目標等の関係や、学校教育全体

の教育課程論において「要」とされている国語科の教

科としての位置付けが曖昧になっている。 

本稿で鑑賞教材として扱うアート作品の「動植綵

絵」とアーティストの若冲について、美術科固有の資

質・能力を身に付けるだけでなく、国語科のエッセイ

や伝記という多様なテクストの精査・解釈の仕方、論

理的な批評文の書き方及び社会科の社会的事象の地理

的・歴史的な見方・考え方を身に付けることを目標に、

各教科を横断したカリキュラム開発を行う。 

２ パフォーマンス課題の設定と「批評」の意義 

本単元では「アート批評を書くこと」をパフォーマ

ンス課題として設定した。アート批評を書く学習は、

習得段階で学んだ作品の色彩・形状・造形・アーティ

ストの思い等の視点が、個々の生徒の感性や着眼点や

課題意識等と結び付く発展的な段階の学習である。 

「美術や美術文化に対する見方や感じ方」を深める

鑑賞学習のベースとなるのが、情報を収集し、編集し

たり批評したり等して自分の考えを論理的に書く資

質・能力である（注６）。アート批評を書く活動を設

定することで、日本の子どもたちに欠けていると言わ

れている「批評する力」を育成することにつながる。 

現行の学習指導要領から、国語科で「批評」の言語

活動例が示され「批評するとは、対象とする事柄につ

いて、そのものの特性や価値等について、根拠をもっ

て論じたり評価したりすること」（注６）と明示され

ている。本来、批評とは対象に関心をもって関わった

り、協働して創り上げていったりする創造的な行為で

ある。批評・評価力を身に付けることで、物事や人間

関係・情報等をより深く理解したり、自分らしい考え

方や生き方を考えたりすることにもつながる。 

３ ICT活用と複数のテクストの精査・解釈 

本来なら実物を鑑賞することが理想であるが、それ

ができないため、アート作品を鑑賞する際に一人一台

のタブレット端末によって複数の絵の中から生徒が批

評したい絵を自由に見て選択・決定したり、高画質の

アート作品をデータとして取り込み、タブレット端末

で見たい部分を拡大してディテールを詳細に見ること

ができるようにしたりしてICTを活用する。 

後述するが本提案で扱う若冲の「動植綵絵」は花鳥

図を独自に進化（深化）させた繊細な描写に特徴があ

る。タブレット端末に取り込むことで緻密に筆を運ん

だ跡等の細部を見られるという点では、ある意味、実

際の作品を鑑賞する以上に新たな発見がある。 

４ 構成・表現型式の評価と自分の考えの形成・深化 

小中・高校国語科では、一貫して「創造的・論理的」言

語力を高める「構成・表現形式を評価する力」や「考えを

形成し深める力」が重視されている（注４・６）。特に「構

成・表現型式を評価する力」は、論理的で批評的・創造的

な言語能力育成にも深く関わる。具体的には、目的・役割・

機能に応じた様々な文章形式・テクストを読み解き、自分
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の考えを形成して、その考えを説得力をもって書いたり、

効果的に伝達したりする力であり、そのために到達目標に

対応した振り返りの新たな視点の再構築が必要となる。 

本提案では、資料１に示すような段階的に学びを振り返

る「アート鑑賞・批評の自己評価カード」を開発・使用す

る。パフォーマンスの質を評価する尺度として全段階でB

基準を示し、すべての生徒が達成を目指す目標とする。B

基準を超えて達成できた場合はAとし、B基準を達成でき

なかった場合はCとして、評価の根拠を記述する。このよ

うに生徒が学んだことをメタ認知するとともに、新たな発

想や認識・価値観の形成に生かす方法を示す。 

 

Ⅲ なぜ「伊藤若冲」の絵画を扱うのか 

１ 国宝に指定された「動植綵絵」の魅力 

本単元で、伊藤若冲の「動植綵絵」を扱う一番目の

理由は本物（国宝の絵画）と出会あわせる意義である。 

日本美術界で人気が高い絵師の一人である伊藤若

冲の最高傑作「動植綵絵」３０幅が令和３年に国宝に

指定された。「動植綵絵」は若冲が１７５８年頃から

約１０年間かけて完成させた花鳥画３０幅の連作であ

り、若冲自身が「釈迦三尊像」３幅とともに家族と自

分の永代供養を願って相国寺に寄進した。「動植綵絵」

と命名したのは若冲自身とされており、仏教の「草木

国土悉皆成仏」の思想を体現すべく生きとし生けるす

べての生命を慈しむ精神を表現したと言われている。 

明治時代に入り廃仏毀釈のため困窮した相国寺は

明治２２年「動植綵絵」３０幅を皇室に献上。その際

の下賜金によって相国寺の寺域は免れ、また「動植綵

絵」も散逸を免れるとともに非常に良い状態で後世に

作品が残されることとなった。 

「動植綵絵」の相国寺寄進により若冲の名声は高ま

り、『平安人物志』（注７）に名前が掲載されるほど

著名な絵師となったものの、以降２００年間日本美術

史の表舞台から姿を消す。生前の若冲が「聴くならく、

君他日名区に蔵め。以て千載、具現の徒を俟つと」（注

８）と、自分の作品が理解されるまでに１０００年の

時を待つと言っているが、若冲が再び注目されるよう

になったのは２０世紀末のことである。長い間忘れら

れた若冲がなぜ現代において爆発的な人気を博し、国

宝に指定されるまでに至ったのか。こうした謎のある

経緯は中学生にとって非常に魅力がある。 

２ 若冲畢生の大作「動植綵絵」の価値（注９） 

 若冲を扱う二番目の理由としては、若冲絵画の集大

成とも言える「動植綵絵」３０幅のディテールを描き

込んだ絵画としての圧倒的な存在感と多彩さである。

一人一台端末を有効に活用し、作品を拡大して詳細に

見ることで以下のような魅力の発見が期待される。 

(1)描き込まれたディテール 

ディテールへのこだわりにはアーティストの独特

なモチベーションが潜んでいる。若冲の絵は画面の

隅々まで意識がいきわたっており、細い一本の線も手

を抜かず、圧倒的なパワーで緻密に描き込まれている。 

(2)独特の色彩感覚 

 鮮やかで凝った色づかいは若冲の絵を特徴づける重

要な要素である。特に視覚効果まで計算された補色関

係の色彩配置は絵を見る人に強い印象を与えている。 

(3)グラフィカルな形状・形態感覚 

 若冲の絵の本質は、独自の形態感覚にあると言われ

ている。写実と幻想・幻視がミックスした斬新なデザ

インと眼差しは、同時代の新しいアートを追求したア

ーティストの追随を許さない独自性がある。 

(4)多視点をもつ構図 

 絵の構図・視点には若冲がイメージした自然観・生

命観が強く表れている。上から見たり下から見たり、

左右から見たりした対象が同時に描かれ、多視点であ

るからこその独自で不思議な空間が構成されている。 

(5)「裏彩色」という技巧・最新の絵の具 

 「動植綵絵」には若冲の多様な技巧が駆使されてい

るが、最も使われている技巧が「裏彩色」である。絵

の裏側の絹地に計算して色を重ねることで、絵を立体

的にしたり輝かせたりといった効果を出している。 

また、より美しい色を追求して高価な画材が選ば

れ、特にプルシアンブルー等海外で発明されたばかり

の最新絵の具が使用されていることにも特徴がある。 

３ 伊藤若冲という人物、その生き方の魅力 

 三点目の理由は若冲の人柄と生き方の魅力の価値で

ある。伊藤若冲は１７１６年、京都の錦小路中魚屋町

の青物問屋「桝屋」の長男として誕生する。主人は代々

源左衛門を名乗り、若冲は４代目桝屋源左衛門として

青物問屋の仕事をしていた。若冲が本格的に絵を描き

始めたのは３０歳代前半あたりからと考えられている

が、その後わずか数年のうちに上達、４０歳で家督を

次弟に譲り画事に専念する。その契機となったのが、

相国寺の禅僧で詩人の大典（梅莊顕常１７１９－１８

０１）との出会いと親交であるであると言われている。 

若冲が生前に相国寺に建てた墓の「若冲居士寿蔵の

碣銘」は大典が記したものであり、現在の若冲伝記の

基本資料となっている。大典は若冲に相国寺が所有す

る絵を若冲に見せる等様々な美術の動向に触れさせた

り、無名であった若冲に鹿苑寺大書院障壁画の仕事を

依頼したり、ともに淀川下りをしてコラボレーション

により作品を制作したりすることを通して若冲の才能

を開花させ、一流のアーティストにのし上げていく。

こうしたキーパーソンとの出会いと交流に大きな影響

を受け、人生の方向性がクリアになっていく過程は、

生徒にとっても興味深いものであるだろう。 

また、１７７１年末から錦高倉市場が未曾有の危機

にさらされた際に問屋を引退して画業に専念していた

若冲は足掛け４年間もの間、対策を協議したり青物を

売る村々に足を運んだりして交渉のリーダーとしてネ

資質・能力、感性を育てる創造的な学習開発
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ゴシエーション役を担う。その間の作品はほとんどな

い。若冲は自分の芸術の完成だけを考え、社会に背を

向けて生きていくような画家ではなかったのである。 

ここから、若冲の稀代の芸術家としての一面だけでな

く、人生のすべてを掛けていた画業を止めてまでも、人々

のために自らの役割を果たすことを優先した生き様を伺

い知ることができる（Well-Beingの理念にもつながる）。

こうした若冲の生き方には、キャリア学習を行い自分の人

生について考え始めた中学生も共感を抱くと考えられる。 

 

Ⅳ 分析・解釈と批評を核に、創造的な学習の展開へ 

１ 単元名「若冲」を読み解きアート批評を書こう！ 

２ 単元の展開（１０時間完了）（注１０） 

(1) 導入・じっくりと絵を見て、話し合う（１時間） 

導入では教師がファシリテーターとなり、伊藤若冲

「動植綵絵」の２作品「老松白鳳図」「雪中錦鶏図」

を見て感じたことや考えたこと等を自分の言葉で表

現・ディスカッションをする。２作品としたのは比較

により若冲作品の共通点や相違点が鮮明で立体的にな

るからである。一人一人の考えを傾聴し、多様な考え

を認め合い質問したり話し合ったりする。 

次に、パフォーマンス課題「アート批評を書こう！」

を伝え、アート批評のモデル文を提示する。本提案で

はすべての段階で全員が達成を目指す目標としてB基

準を示すが、B 基準を超えた A 基準のモデルを生徒に

提示し、一人一人が高い目標をもてるようにする。 

(2)習得１－アートそのものを読み解く（２時間） 

 まず「自己評価カード」（資料１）を配付し目標と

一体化した評価項目と評価の方法を示す。パフォーマ

ンスの質を評価する尺度として全段階で B 基準を示

し、B基準を超えて達成できた場合はA、B基準を達成

できなかった場合はCとしてその評価の根拠を記述す

るという方法について、生徒にモデルを示し説明する。 

 次にアートを読み解く５視点「形」「色彩・光」「材

料・技法」「構成」「主題・価値」の項目と習得・達

成すべきB基準を伝え、「アートを読み解くシート」

（資料２）とモデルを配付する。事前に生徒用タブレ

ットに画素の高い「動植綵絵」３０幅すべてを見られ

るようにしておく。生徒はその中から気に入った１作

品を選び、タブレット端末で拡大してディテールもよ

く見ながら「アートを読み解くシート」を記述する。 

(3)習得２－アートの背景を読み解く（２時間） 

今回の単元のゴールである「アート批評を書く」こ

との目的は、作品の特性や価値等について根拠をもっ

て論じたり、社会的歴史的な文脈に位置付けて評価し

たりすることにある。アートが既存の枠を超えて常識

に挑んだアーティストの記録であることを踏まえ、作

品鑑賞・分析だけでなくアーティストの生きた時代や

生涯を知ることが批評する上では必要不可欠である。 

そこで生徒に「若冲にまつわる３１のデータ集」（タ

イトル一覧は資料３）を配付する。このデータ集は若

冲に関わって選んだ３１の年表、地図、エピソード、

作品の解説等多様なテクストを掲載した冊子である。 

本単元に入る前に若冲に関する主要文献を生徒が

手に取れるようにしておき、若冲の情報が掲載されて

いる信用できるインターネットのサイトは閲覧できる

ようにしておく。それでもすべての生徒がアート批評

を書くところまで行き着く前の、情報収集の段階で膨

大な時間が必要となる。そのため文献やサイト以外に

も厳選した３１のデータを冊子で渡し、自分の視点か

ら必要なデータを選択して活用することとする。 

次に「アートの背景を読み解くシート」（資料４）

とモデル文を配付する。ここではすべての項目につい

て記述することがねらいではなく、同時代の出来事や

絵画技術、流行から作品の価値を見出すことが目的で

ある。ある程度個別でデータを読み取り自分の考えを

もったら、グループで互いの考えを伝え合い話し合い

ながら、自分が見出した作品の価値とは違う価値を見

付けたり、自分の考えを深めたりしていくようにする。 

(4)習得３－アーティストの人生を読み解く（２時間） 

アート作品には作家が生きた軌跡が反映されてお

り人生と関連づけることで作品の意味や作品制作の動

機が読み解ける。また、アーティストが時代の価値観

とどう向き合い生きてきたのかという視点をもつこと

で、生徒は自分らしく信念をもって生きることにも気

付くことができる（Well-beingの模索と探究）。 

「アーティストの生き方を読み解くシート」（資料

５・資料６）とモデルを配付し、「プロフィール型」

か「ストーリー型」のどちらかを選択して「若冲デー

タ集」を参考にし若冲の人生についての情報を整理す

る。特に、どんな出会いがあったか、どんな試練があ

り乗り越えたか等代表的なエピソードを選んでまとめ

ることで、アーティストの情熱や信念・使命、やり抜

く力（グリット）、作品の価値がより明確になる。 

(4)活用１－生き方や作品の特徴をつかむ（１時間） 

アート批評を書く前のステップとして「若冲データ

集」からデータを選び、そこからアーティストの生き

方や作品の特徴について共通のルールを抽出して自分

の主張を導き出す段階を設定する。物事を系統的・体

系的に整理し、因果関係を構造的に把握する論理的思

考は、次の段階のアート批評を書く学習だけでなく、

すべての生徒に必要不可欠な思考法である。 

「『アート批評』を書こう！データから共通点をつ

かむ－」（資料７）のプリントを配付。２つのデータ

を選び共通点を抽出するか、逆に作品の特徴や生き方

を先に決めて根拠となるデータを２つ選び出すか、ど

ちらかのパターンで記述する。その後、導き出した作

品の特徴や生き方について意見を交流する。 

(5)活用２－アート批評を書く（２時間） 

パフォーマンス課題として位置付けた「アート批評
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を書く」段階である。学習シート「アート批評を書こ

う」（資料８）とモデルを配付。アート批評のテクス

ト形式の特徴の一つである、冒頭やタイトルで自分の

見解を示し、「なか」の発見と解釈の部分でそう判断

した根拠を述べること等を伝える。これまで導入・習

得・活用段階で使用した学習シートを参考に、論理的

な文章構成でアート批評を記述し、発表・批評し合う。 

 

Ⅴ Well-Beingとカリキュラム・マネジメント 

１ 各教科を学ぶ価値・意義と「深い学び」 

現行の学習指導要領では「育成を目指す資質・能力

の明確化」と「各教科を学ぶ価値・意義」が重視され、

「教科等の特質に応じた物事を捉える視点や考え方

（見方・考え方）」を働かせる教育が「各教科を学ぶ

本質的な意義の中核をなすもの」であり、「教科等の

学習と社会をつなぐ」深い学びの鍵と明記されている。

（注４・６）しかし、教科を学ぶ本質的な価値・意義

や各教科の見方・考え方の解釈の狭さ、見方・考え方

を「働かす」とは何をどうすることかが不明確であり、

結果として資質・能力育成の立場からの教材研究や評

価観がなされず「教科等の学習と社会をつなぐ」「深

い学び」には至っていないという現状がある。 

「深い学び」へのアプローチと評価のためには教

科・教材の本質を構成する「テクスト情報内容」（学

問的な本質、魅力と背景）と「テクスト情報形式」（学

問領域の方法論、戦略やスキル）の２つの側面に着目

し抽出することが効果的である（注３・５）。本稿で

はアーティストの情報として、年表や地図、伝記、エ

ッセイ等複数の多様なテクスト内容（情報）・テクス

ト形式を比較・読解、解釈、選択して活用している。 

２ 創造的・批評的（探究的）な学びをどう創るか 

これからの社会では、社会全体のため、自分のため

に新たな価値を創造する（Well-beingの実現）が重要

になる。そのためには正解を見付け答えたり抜き出す

だけではなく、「自分の考え（解釈や考察・批評）」

を持ち創造的・批評的に構成し、効果的に発信できる

資質・能力を育てることが必要である。 

本稿は、これまでの美術・国語科学習における鑑賞

学習の課題を踏まえ、伊藤若冲のアート作品の解釈・

考察から批評までを段階的に行うことで国語科や美術

科で育てる資質・能力を身に付け感性を育てる創造的・

批評的な学習開発を提案した。開発教材や全学習シー

ト等の詳細な考察等については別稿を期したい。 

 

〈付記〉資料２・４における伊藤若冲「老松白鳳図」

「雪中錦鶏図」は宮内庁三の丸尚蔵館所蔵である。

また、本稿での「複写転載」については「当該掲載

物以外には使用しない」「加工、改変をしない」「（掲

載時は）当館に一部納入すること」等の使用条件と

ともに宮内庁長官官房用度課の承認を受けている

（令和４年11月9日付け、整理番号４-７４-２）。 

 

〈注記・主要参考文献〉 

１ 「ポストコロナ期における新たな学びの在り方に

ついて」（政府「教育再生実行会議第十二次提言」

２０２１年６月、座長＝鎌田薫早稲田大学前総長） 

２ 前野隆司・前野マドカ著『ウェルビーイング（日

経文庫）』（日本経済新聞出版２０２２年）。 

３ 佐藤洋一・加藤洋佑「多様なテクストを批評し

Well-beingの実現につなげる教育」（名古屋学芸大

学研究紀要 教養・学際編第１８号２０２２年）、 

同「創造的な『課題発見・解決能力』を育てる探究

型国語科学習」（同紀要 第１６号２０２０年）等。 

４・６『中学校学習指導要領解説 総則編』第１章、

『同学習指導要領解説 国語編』『同学習指導要領

解説 美術編』等（文科省２０１８年）等。 

５ 左近妙子「学校にルーツをもつ偉人をモデルに、

自分らしい生き方を探究する総合的な学習の時間」

（「楽しく深い学び」を創る国語科授業研究会紀要

第４号２０２１年）、佐藤洋一・左近妙子「資質・

能力を育てる多様なテクスト形式、『考えの形成と

深化』」（愛知教育大学教職キャリアセンター紀要

３号２０１８年）、同「資質・能力を育てる国語科

カリキュラム・マネジメント」（名古屋学芸大学研

究紀要 教養・学際編第１５号２０１９年）等。 

７ 近世京都の市井の文化人を集成した人名録。明和

５年（１７６８年）の第１版より慶応３年（１８６

７年）の第９版まで増補改訂された。若冲は「平安

人物志」に画家として登録されている。 

８ 「丹青歌寄若冲山人」『大橘集』（東京都立中央

図書館加賀文庫本・寛政１２年１８００年刊） 

９ 佐藤康宏著『若冲伝』（三松堂２０１９年）、同

『もっと知りたい伊藤若冲改訂版』（東京美術  

２０１１年）、辻惟雄著『新版 奇想の系譜』（小

学館２０１９年）、同『若冲』（講談社学術文庫２

０１５年）、辻惟雄・太田彩監修『若冲原寸美術館』

（小学館２０１６年）、狩野博幸監修・京都国立博

物館編『伊藤若冲大全』（小学館２００２年）、狩

野博幸『若冲』（角川文庫２０１０年）、澁澤龍彦

他著『若冲』（河出文庫２０１６年）等。 

10 フィリップ・ヤノウィン他著『学力をのばす美術

鑑賞ヴィジュアル・シンキング・ストラテジーズ』

（淡交社２０１５年）、新関伸也他編著『ルーブリ

ックで代わる美術鑑賞学習』（三元者２０２０年）、

杉原賢彦他著『アートを書く！クリティカル文章

術』（フィルムアート社２００６年）等。 

 

 

資質・能力、感性を育てる創造的な学習開発

－11－



資料１ 自己評価カード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ アートを読み解くシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ アート鑑賞・批評の自己評価

カードは、B基準を示して生徒

と教師で評価指針を共有する

ものとして作成した。 

２ このカードをA4の厚紙の両

面で印刷し、習得段階のはじめ

に配付する。生徒に目標と一体

化した評価項目と評価の方法

を示すことに意味がある。 

３ パフォーマンスの質を評価

する尺度として全段階で B 基

準を示し、すべての生徒が達成

を目指す目標とする。B基準を

超えて達成できた場合は A と

し、B基準を達成できなかった

場合はCとして、その評価の根

拠を記述する。 

４ パフォーマンス評価におい

ては、ルーブリックによる段階

的な指針を示すことが一般的

である。しかし生徒に多くの評

価内容を示すと、どこを目指せ

ばいいのかが曖昧になるとい

う課題がある。そこで本単元で

は全員が達成を目指す B 基準

を示し、各段階において自身の

成果や課題がどう達成できた

か根拠をもとに言語化すると

いう方法をとる。 

１ アートを読み解く視点から、

論理と感性でアートを分析す

るシートである。 

２ アート作品を読み解く５視

点、「形」「色彩・光」「材料・

技法」「構成」「主題・価値」

の項目を確認した後、右のモデ

ル文とともに配付し、「動植綵

絵」３０作品の中から自分で選

んだ作品を鑑賞して記述する。 

※「老松白鳳図」（「動植綵絵」

３０幅の中の１幅）は、伊藤若

冲作、宮内庁三の丸尚蔵館の収

蔵品である。 
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資料３「若冲にまつわる３１の 

データ集」タイトル一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４ アートの背景を 

読み解くシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５ アーティストの生 

き方を読み解くシート  

     （プロフィール） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 若冲に関わって選んだ

３１の年表、地図、エピソ

ード、作品の解説文の冊子

を配付。右はそのタイト

ル・形式一覧である。 

２ 生徒がアート批評を書

く段階に行き着く前の、情

報収集の際に膨大な時間

が必要となる。そこでデー

タを冊子で渡し、自分の視

点から必要なデータを選

択して活用してもよいこ

ととする。 

１ アーティストと同時代の出

来事や技術、アートの流行とい

う視点から、作品の価値を見出

すためのシートである。 

２ 個別でデータを読み取った

後、グループで考えを交流し、

自分が見出した作品の価値以

外の価値を見付けたり、考えを

深めたりする。 

※「雪中錦鶏図」（「動植綵絵」

３０幅の中の１幅）は、伊藤若

冲作、宮内庁三の丸尚蔵館の収

蔵品である。 

１ アーティストの基本データ

と併せて、アーティストの代表

的なエピソードを抽出して生

き方を読み解くプロフィール

型のシートである。 

２ 「若冲データ集」を参考にし

ながら若冲の人生について必

要な情報を整理してまとめる。

アーティストを象徴するエピ

ソードを選択して自分の言葉

で表現することで、アーティス

トの使命や作品の価値をより

明確にする。 
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資料６ アーティストの生 

き方を読み解くシート  

     （ストーリー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料７ 「アート批評」を書こう！  

    の学習シート１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料８ 「アート批評を書こう！」 

    の学習シート２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ パフォーマンス課題である

「アート批評を書く」準備段階

で使用する学習シートである。 

２ 右のモデルを配付し、若冲デ

ータ集の中からデータを２つ

選び共通点を抽出するか、逆に

作品の特徴や生き方を先に決

めて根拠となるデータをデー

タ集の中から選び出すか、どち

らかのパターンで記述する。 

３ その後、導き出した作品の特

徴やアーティストの生き方に

ついて意見を交流する。 

１ パフォーマンス課題として

位置付けた「アート批評を書

く」最後の段階で使用する学習

シートである。 

２ 右のモデルを配付し、これま

での各段階で使用した学習シ

ートを見ながら、論理的な文章

構成でアート批評を記述する。 

３ 全員がアート批評を書いた

後、ICTを活用して生徒が選ん

だアート作品と批評文が見ら

れるようにし、相互に発表・批

評し合う。 

１ アーティストの生涯を「スト

ーリー」に見立てて読み解く学

習シートである。 

２ アーティストの人生の始ま

り、師匠・友人・ライバルとの

出会い、人生を大きく転換させ

た事件や決断、人生の終わりに

ついて分析することで、使命や

作品の価値を明確にする。 

３ 「プロフィール型」「ストー

リー型」それぞれの視点から分

かったことを共有し、考えを広

げたり深めたりする。 
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